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た。海外では脳組織に直接剣山のような電極を差
し込んで信号を取り出し患者の意志でロボット
アームを動かす手法が進められていますが、電極
が脳組織にダメージを与えて長期利用の面で問題
があります。一方、平田先生等は多数の電極を脳
表面に配置することで脳に直接的なダメージを与
えずに長期的に安定して信号を取り出す手法を開
発中です。弊社もこの開発に一枚加わっています
が、患者目線を優先した世界に誇る研究開発であ
ると期待しています。
特別講演の小池先生からは、全体を見る「鳥の
眼」、細部を見つめる「虫の眼」、流れをつかむ「魚
の眼」のお話を頂きました。まさに未来を予測し
それを実現するために必要不可欠な見方、考え方
です。講演当時は国会議員であった小池先生は現
在は東京都知事として、「鳥の眼、虫の眼、魚の
眼」で未来の東京を俯瞰し、未来を創出しようと
されています。益々のご活躍を期待致します。
講演して頂いた個々先生方の発表内容について
は本誌の紙面に譲るとして、ご講演の中で随所に
未来に挑戦するための具体的な課題とその解決の
ための準備（計画）が述べられていた様に思いま
す。あとは計画通りに各ステージでの成果を実現
することで、未来がグッと現実的なものに近づい
てくるのではないでしょうか。
一方、未来を担う若手研究者や技術者の育成も
喫緊の課題です。東京女子医科大学のバイオメ
ディカル・カリキュラム（BMC）はすでに半世紀
近く前にスタートし、企業を中心としたその卒業
生はすでに数千人規模となっています。日本の医
療機器産業界においてこの卒業生たちの寄与や貢
献度は計り知れません。アカデミアと企業、医師
とエンジニアとの垣根を超えた融合なくして新技
術開発はなかなか進みませんが、この半世紀の歴
史と経験と成果は米国のバイオデザインプログラ
ムにも決して引けをとりません。但し、BMC自
体も世の中の変化を捉え、「JAPAN WAY」の如
く新たに挑戦すべき方向性をいち早く予測し、そ
の実現に向けての日々の改善・改良の努力を忘れ
てはいけません。
最後になりましたが、本大会の開催にあたり、
多大な御尽力を賜りました先端生命医科学研究所
の先生及びスタッフの皆様に厚くお礼を申し上げ
ます。
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